
2023 年 5 月 30 日 

 

福岡県が発行するグリーン・ボンドへの投資について 

 

常陽銀行（頭取 秋野 哲也）は、このたび、福岡県が発行する「ＥＳＧ債：グリーン・

ボンドへの投資を行いましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

グリーン・ボンドは、企業や地方自治体が、地球温暖化対策などの国内外のグリーン

プロジェクトに要する資金を調達するために発行する債券です。  

当行およびめぶきフィナンシャルグループは、「地域とともにあゆむ価値創造グループ」を

長期ビジョンに掲げ、今後ともステークホルダーの皆さまの課題に寄り添い、ともにあゆみ

解決することで、新たな価値を創り続け地域社会の持続的成長に貢献してまいります。 

 

記 

 

【本債券の概要】 

発 行 体 福岡県 

投 資 額 1 億円 

発 行 年 限 10 年 

発 行 日 2023 年 5 月 30 日 

資金使途 

グリーンビルティング建設や、再生可能エネルギー設備の導入を

はじめ、下記の事業等に充当される予定。 

・ 福岡武道館移転整備（ZEB＊化）・ 糸島総合庁舎や久留米高等学校  

などの県有施設への太陽光パネルの設備導入 

・ 飯塚総合庁舎、博多警察署などの県有施設への LED 照明等の省エネ 

性能の高い設備導入 

・ 緑化推進事業（県立高校、夜須高原記念の森などの植栽）、林道 

整備 

・ 豊前海・筑前海での漁場整備、藻場の造成 

・ 水害対策（河川の河道掘削など）、高潮高波対策（海岸堤防嵩上げ 

など）、土砂災害対策（砂防施設、地すべり防止施設の整備など） 

 ＊ Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、「ゼブ」と呼びます。 

快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間の一次エネルギーの収支をゼロにすることを 

目指した建物のことです。 

以 上 

 


